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論 文 内 容 の 要 旨
本論文はプレス トレス トコンクリート部材におけるPC鋼材の定着部の応力状態およびその補強に関す





第4章ではプレス トレス導入時の定着部応力について理論的な検討を加えた｡ すなわち, 定着部コンク
リートのひびわれ発生を仮定した弾性解析および コンクリートについて Mohrの破壊条件式を適用した




第5章では, 太径高強度ス トランドの定着長に関して実験的な検討を加えており, 普通および人工軽量
骨材コンク1) - トを用いた要因実験を行ない, ス トラソドのさびの程度, コンクリ- ト断面の大きさ, コ
ンクリートの強度などの各要因効果を分析し, また他種ス トラソドとも比較検討している｡ その結果, 普
通と軽量コンクリートでは定着長に有意差のないことを示し, また材端でのス トラソドとコンク1) - トの
相対変位の物理的意味に着目し, 定着長を求める実用式を提示している｡
第6章では, プレテンション部材が実際に供用される段階で問題となるいわゆる Flexuralbond, とく
に定着域での鋼材の滑動が部材耐力に及ぼす各種要因の影響について論述するとともに, 実験的検証を行
ない, 曲げ付着破壊を防止するための, 部材張出し長さと埋込み長さとの関係式を求めている｡ また, 慣










第 2編では, ポス トテンション部材におけるPC 鋼材の定着問題をとり扱っており, まず第8章では桁
端定着, 中間切欠き定着, ゲルバーヒンジ部補強, などに対する従来研究の概要と問題点をのべている｡
第9章は, 材端定着部におけるひびわれおよび破壊荷重計算法に関する一連の研究結果をとりまとめて
いる｡ まず, 2 次元載荷状態においては, ひびわれおよび破壊の様相は載荷面積比によって本質的に割裂
あるいはせん断の二つの異なった形式をとることを指摘し, 形式別に支圧応力および支圧強度の計算式を









第11章では, P C ゲルバー桁ヒンジ部の設計法に関する一連の研究結果をとりまとめている｡ まず有限
要素法の数値解析からえられた- ソチ部主応力を, 単純理論による基準応力に応力集中係数を乗じた形の
一般性のある実用式で示した｡ つぎにこの応力集中係数と無筋コンクリー ト部材の載荷実験からえられた
破壊時応力集中係数との相関性を考慮して, ひびわれ荷重の推定式を求め, 各種の PC はりの実験結果と
比較し, その高精度を確認した｡ つぎにヒンジ部のせん断破壊荷重計算法に関し, 理論的および実験的検
討を加え, さらに実橋でのひずみ測定結果と上記計算式を対比し, その妥当性を確めている｡ 以上を総合
してヒンジ部の- 設計法を提案した｡
結論第12章および13章では, それぞれ第1編および第2編の結論をとりまとめて要約している｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
プレス トレスコンクリート (以下 PC と略称) 部材の定着部では, その応力状態, ひびわれあるいは破
壊性状はきわめて複雑である｡ したがってこの定着部の補強はきわめて重要な問題でありながら, 解明度




1) わが国でも近い将来その使用が予想される太径高強度ス トランドの定着長に閑し, 普通および人工
軽量骨材コンクリートを用いた多くの要因実験を行ない, 両種コンク7) - トで定着長には有意差のないこ

























これを要するに, 本論文はプレス トレス トコソクリート部材における定着部の応力および補強に関する
基本的事項について, 詳細な理論的, 実験的研究を行なったものであり, えられた成果はいずれもこの分
野の問題解決に役立ち, 学術上, 実際上寄与するところが少くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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